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志免町商工業の状勢について　（志免町における地域経済環境）

 
志免町商工会は、商工業の総合的改善・発展を図るとともに、社会一般の福祉の増進に資することを目
的とし、国・県・志免町の中小企業施策を実施している。具体的には、金融・税務・記帳・労務・取引・ＩＴ活
用・講習会の開催・その他経営に関する相談・指導、また、商工会まつり・異業種交流会・街路灯の管理・
志免ブランドの開発並びに逸店逸品運動など、地域総合振興事業等を行っている。

志免町商工会は総代制をとり、会員960人の中150人の総代で議決される。
・商工会は商工会法により法人登記されている。役員登記は会長のみである。
・理事会、幹事会、部会、青年部・女性部の組織。
・商工会事務局は事務局長、経営指導員3名、経営支援員5名。
・経営指導員は人件費で、補助員等は人件費、事業費となっており県から8～9割給料が出る。
・金融の斡旋、税務の記帳申告の指導を行っているが、税務記帳申告については、近年件数が減り、272
件、手数料収入も817万円となっている。

志免町議会一般会議　報告書

　
総務文教常任委員会
所管課は総務課、経営企画課、地域交流課、税務課、子育て支援課、会計課、学校教育、社会教育の教
育委員会。地域交流課所管である商工会の方々の商工に関して審査する。
　
厚生建設常任委員会
所管課は福祉課、健康課、住民課、都市整備課、生活環境課、上下水道課。
　
予算常任委員会
当初予算及び補正予算の審査。
　
その他の委員会
志免炭鉱ボタ山対策特別委員会、福岡都市圏広域行政調査特別委員会、議会広報特別委員会があり、
広域の連合議会等がある。

団体名

　　　　　　　志免町商工会

テ
ー

マ

議
会
所
管
事
務
報
告

１９時　００　分

２４年　　１０月　　　　２３日（　火　）

開始時間

月　日

男性　　１２　人　・　女性　　３　人　・　合計　　１５　人

住民の参加人数

終了時間

会　場 志免町役場４階　第１・２委員会室

２０時　５０分
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　　　　　　　　　質　　　　　　問 　　　　　　　　　回　　　　　　答

　
・商工会青年部と女性部の中の提案公募事業は、
どういったことが行われているのか。

　
・県全体では行われている。志免町としては、毎年
検討はしているが、提案する内容は決まっていな
い。

　
・町補助金1,400万円で補助金１４％と捉えたいが。
　

　
・街路灯補助金は特別会計としているが合算すると
1,400万円です。

　
・289本の街路灯を維持管理してるが、その内の一
部が腐り、今回160万円～180万円の予算を立て取
り換えている。
今後補修費をどう負担していくか検討中で、お願い
するかもしれない。

　
・街路灯（防犯灯）が腐食・腐敗してきているとい
　う課題を今後どのよう考えているか。



　 　 　 　 　 　

 

 

　

　

　　　　※　今回、商工会からは、組織及び事業説明であり、質問はしないとのことでした。

　
・25年3月でセーフティーネットも切れる。その後は厳
しい状況になるかと思うのでありがたい。商工会の
金融委員会で検討させていただく。

　
・商工会の集団検診の実施、費用のことを知りた
い。
・メタボ検診・特定検診・特定保健指導になってい
るか。

　
・商工会単独事業で 10月２９～30日、青洲会病院で
実施。90事業所から397人が受診。
・労働安全衛生法の定めによる健診である。

　
・その他で、どのような指導をされその効果とか結
果は。

　
・その他は経営改善普及事業・各種共済、取引関係
の調整。女性・青年部の打ち合わせ、共済の推進も
財産保全の形で取り組んでいる。

　
・補助金に対する会員数の比率は他町と比較して
どうか。

　
・詳しくは調べていない。

　
・東公園台など買い物で困っておられる方がいる
「商・工・農」とある。ビジョンは。

　
・空き店舗対策、東区の要望等把握している。高齢
社会に対してどういうサービスをするか勉強会に行
くなどして今検討中。
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・町に2,000万円の基金があり6,000万円の融資枠
がある。保証料保証制度・利子保証制度また、100
万円以下を気軽に借りられるプロパー融資などの
活用方法を研究され、請願等を出されては。

・経営一般についてどのような質問があり指導され
たのか、経営革新についても。

・経営一般では経営指標を見る。各種巡回におい
て、税理士等の相談、店舗診断。
・経営革新は、3年、5年計画で各事業所の方が新た
な事業を起こしてくださいと中小企業振興センターか
ら情報がある。企業の付加価値をあげていこうとす
るもので、これを受けると県の補助金が受けられた
り、融資が有利で保証料が若干安くなる。年間3～4
件承認されている。

・情報化とか金融、税務はどのような相談があり、
指導されたのか。

・情報化とはフェイスブックとかホームページを作り
たいというもの。金融・税務は金融円滑法の対応、
県のセーフティーネット、日本政策金融公庫の融資
の相談。


